
＜ 春の陸鳥 ＞

今回は３月から４月にかけて、ひたち野水辺公園ほかで見かけた陸鳥を紹介します。まだ夏鳥はツ

バメしか見ていませんが、留鳥（りゅうちょう）や冬鳥（ふゆどり）の一部が多く見られました。

左は、ツバメとカルガモが交差して飛んでいまし

た。ツバメは、春に南の国から日本にやって来て繁

殖し、秋に南へもどっていく「夏鳥」。カルガモは、

一年中この地域にいる「留鳥（りゅうちょう）」です。

続いて、留鳥のヒヨドリ。サクラにおおぜいで押しかけては、みつを吸っていきます。サクラもみ

つ奪われるだけでなく、くちばしなどについた自分の花粉を他の花へ送り届けてもらえるのです。そ
う ば わ れ か ふ ん

れにしても、あんなにたくさんで吸われて、みつは足りるのでしょうか。ハナバチたちの分も、残し

ておいてね。スズメもときどき花をつつきますが、みつを吸うようすはなく、花を落としてしまって

いるようです。機会があれば、何をしているのか、じっくり観察してみましょう。
かんさつ

春は、多くの小鳥たちにとっては、繁 殖
はんしょく

の時期で、シジュウカラやメジロ、ホオジ

ロなどが盛んにさえずっています。このさ
さ か ん

えずりを、人の言葉に当てはめて覚えやす
こ と ば お ぼ え

くしたのが「聞きなし」で、左のシジュウ

カラの場合は、「ツツピー、ツツピー」。

外国でも同様に「聞きなし」が考えられて
どうよう

いるようです。皆さんも、どう聞こえるか、

自分なりに考えてみてはいかがですか？
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ツバメ(左:夏鳥)とカルガモ(右:留鳥)。すごいスピードで飛

んでいても、ぶつかることはないようですね。4/24水辺公園

オオカンザクラの花蜜を吸いに来たヒヨドリ（左３枚）。花粉でくちばしが黄色くなっている。 ４/10、水辺公園。

右はソメイヨシノの花蜜を吸うヒヨドリ。 ４/12、牛久自然観察の森。

「ツツピー,ツツピー」とさえずるシジュウカラ。

４/18 水辺公園。



メジロのさえずりは「長兵衛、忠兵衛、長

忠兵衛（ちょうべえ、ちゅうべえ、ちょうち

ゅうべえ）」だそうです。早口で言うと似て

いるとのことですが、いかがでしょう？写真

の４/18 には、うるさいくらいに盛んにさえ

ずっていました。

カワラヒワも、「キリキリコロコロ」と盛

んにさえずります。植物の種子や、昆 虫などを食べます。小さくてス
し ゅ し こんちゅう

ズメとまちがえられたりしますが、ピンクのくちばしとオリーブ褐 色
かっしょく

の体が美しく、かわいい鳥です。

下のホオジロの聞きなしは有名で、「一筆啓上仕り候（いっぴつ けい

じょう つかまつりそうろう）」。そう言われれば、その通りに聞こえな

くもありませんが、けっこう一羽一羽、個性があって、少しずつ違って

聞こえます。そういえば、ウグイスなども、上手になってくるとちゃん

と「ホー、ホケキョウ」と聞こえますが、初めはいろいろに聞こえます。

さて、いかがでしたか？ 鳥の仲間も、姿だけでなく、さえずりやえさをとる場面など、いろいろ

観察するとおもしろいですよ。だいぶ紙面を使いましたので、次の、たびたび出てくる留鳥は簡単に

名前だけにします。

「長兵衛、忠兵衛、長忠兵衛」とさえずるメジロ。

４/18 水辺公園。

← 「キリキリコロコロ」と盛んにさえずるカワラヒワ。 ４/18 水辺公園。

↓「一筆啓上仕り候」とさえずるホオジロ。 左４/13，右４/18 水辺公園。

左 ： カ ワ セ ミ の 飛 翔 。 い つ 見

ても美しい(３/14)。

中上：ハクセキレイ(４ /13)。

中 下 ： え さ を 探 し 、 地 面 を つ

ついて歩くムクドリ(３ /14)。

右 ：「 ガ ァ ー 、 ガ ァ ー 」 と 濁

っ た 声 で 鳴 く ハ シ ボ ソ ガ ラ ス

(３ /14)。いずれも水辺公園。



それでは、最後に、まだ渡らずに残っていた冬鳥たちを紹介します。

こちらは、冬鳥としてはおなじみのツグミです。

はねるように歩きながら地面をつつき、ミミズや昆

虫などをついばむ姿がよく見かけられますが、木の

実なども食べます。

最後にアカハラとビンズイ。アカハラ

は、その名の通り、胸から腹にかけての

橙赤色がめだちます。これもはねるよう

に歩き、ミミズや昆虫、植物の種子など

を食べます。ビンズイは、なんと「ビン、

ビン、ズイ、ズイ」と鳴くので、その名

がついたそうです。地上を歩き、昆虫や

クモを食べます。【理科支援員：宮内】

左:いつも群れてるスズメ(4/18)。中:モズのメス(3/27)。右:キジバト(4/20)。 いずれも水辺公園。

よく見かける冬鳥の代表、ツグミ。

左 :えさを探して地面をつつき歩きまわっていますが

( ４/18 水辺公園。)、人が近づくとパッと飛び立ち、

近 く の 木 の 中に 入っ てよ う すを うか がっ てい ま す。

下 :地面をつつき、みつけたミミズをついばんで、こ

の後、飲みこんだ（ ３/16 稲敷市）。

左:その名の通り、腹が橙赤色のアカハラ(３/16 稲敷市)。

右:「ビン,ビン,ズイ,ズイ。」と鳴くビンズイ(３ /15 牛久自然観察の森)。


